


《第１回  医用原子力技術研究振興財団  講演会》 

原子力（放射線）利用技術の医療への貢献 
― 期待される次世代がん診断・治療法 ― 

 

13：00～13：10 

 

（第１部） 

13：10～13：50 

 

 

 

13：50～14：20 

 

 

 

14：25～14：55 

 

 

 

 

14：55～15：25 

 

 

 

15：25～15：45 

 

（第２部） 

15：45～16：05 

 

 

16：05～16：25  

 

 

（第３部） 

16：30～17：00 

 

 

17：00～17：40

開会挨拶　　 森　　　亘　（財）医用原子力技術研究振興財団 理事長  

 

座長 　　　　阿部　光幸　　兵庫県立粒子線医療センター名誉院長 

 

１．放射線を用いるがんの治療 

　　　　　　　　 ―原理とその進展の歴史―  

　　　　　　 平尾　泰男　（財）医用原子力技術研究振興財団  

 

２．ＰＥＴによるがんの診断  

　 　　　　　　  ―陽電子放出ＣＴ（ＰＥＴ）によるがん診断の最近の発展  

　 　　　　　　  　次世代ＰＥＴ（ＰＥＴ－ＣＴ）―  

　　　　　　 吉川　京燦　（独）放射線医学総合研究所  

 

座長　　 　　井上　俊彦　大阪大学名誉教授  

 

３．高精度Ｘ線放射線治療 

　 　　　　　　　―現状と展望―  

　　　　　　 平岡　眞寛　　京都大学大学院医学研究科  

 

４．原子炉を用いた悪性腫瘍に対する中性子捕捉療法 

　　　　　　　　 ―原子炉に代わる病院設置型陽子線加速器の開発―  

　　　　　　 中川　義信　（独）国立病院機構香川小児病院 

 

　　　　　　　　　　　　　休　　　憩（２０分） 

 
座長　　　　垣添　忠生　国立がんセンター総長 

 

５．「第３次対がん１０カ年総合戦略」について  

　　　　　　 奥田　浩嗣　　厚生労働省健康局 

 

６．放射線の医学利用推進の取組について  

　　　　　　 庄闢　未果　　文部科学省研究振興局 

 
座長　　　　 森田　皓三　　愛知県がんセンター名誉病院長 

 

７．陽子線がん治療　―国立がんセンター東病院の現状と進展について―  

　　　　　　 荻野　　尚　　国立がんセンター東病院　　　　 

 

８．炭素線がん治療　―放医研の現状と進展について―  

　　　　　　 辻井　博彦　（独）放射線医学総合研究所 



１．日　　　　時／平成１６年１２月２日（木）　　午後１時～午後５時４０分 
 
２．場　　　　所／東京国際フォーラム　　ホール Ｄ５（ブロックD ５階）  
　　　　　　　　　東京都千代田区丸の内 3 ―5 ―1 
 
３．参　加　費／無　　料　　但し、下記により事前登録をお願いします。 
 
４．申し込み方法（事前登録） 
 
①申し込み：参加希望の方は、添付の「事前登録申込書」により下記宛お申し込み下さい。 
 
②定　　員：１５０名 
 
③締 切 日：平成１６年１１月１９日（金）  
　　　　　　ただし、定員になり次第、締め切らせて頂きます。 
 
④参 加 券：申し込みをお受けした方には、参加券を送付致しますので、 
　　　　　　当日会場に持参して下さい。 

 
○申し込み・問い合せ先 
　　　　〒１０５－０００１ 
　　　　東京都港区虎ノ門１丁目８番１６号　第２升本ビル 
　　　　（財）医用原子力技術研究振興財団　総務部 
　　　　　ＴＥＬ.０３－３５０４－３９６１　 
　　　　　ＦＡＸ.０３－３５０４－１３９０ 
　　　　　Ｅ-mail  info＠antm.or . jp

参 加 者 氏 名 所 属・所 在 地（住 所） 
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（　　　　　） 
 
― 

（　　　　　） 
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所　属 

所在地 
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電 話 

第１回　医用原子力技術研究振興財団 講演会 
事　前　登　録　申　込　書 （コピー使用可） 
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